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１.令和の復元製作事業のポイント
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令和の復元製作にあたって、主なポイントは以下のとおりである。

１．首里城復興基金（寄附金）を活用した事業
• 今回の復元製作は、首里城復興基金を活用して実施する。
• 県内外の人々の想いを実現（カタチに）する事業であるため、わかりやすい説明資料を作成するとと

もに、県ホームページ等での定期的な情報公開などを行い、製作の進捗状況を発信する。

２．国及び沖縄県の連携による製作体制の構築
• 正殿等の復元工事は国が担当し、彫刻等の復元製作は県が担当する。
• 復元製作にあたっては、国から提供された仕様のもと、詳細な造形や仕上げ等を検討しつつ、正殿等

の復元工事のスケジュールに間に合わせる必要がある。
• 首里城復元に係る製作物を円滑に製作できるよう、国との連携のもと、製作体制を構築する。

３．伝統技術の継承や復元技術に係る人材育成への寄与
• 「首里城復興基本計画」（令和3年3月29日／沖縄県）における「基本施策５：伝統技術の活用と継

承」の実現に寄与する事業として、将来の製作技術者の育成の場とする。
• 上記の趣旨から、製作技術者として若手の参加を図り、可能な限り県内技術者を中心としたい。
• また、同趣旨より、一連の製作工程等の記録や関係資料の保存や活用の方策について検討を行う。

４．新たな知見等の反映
• 平成の復元事業以降、琉球・沖縄の歴史等については、新たな資料の発見など、研究の蓄積がある。

また、製作技術に関しても、同じく技術や知見の深化がある。
• これら新たな知見等を反映し、可能な限り往時（＝正殿等の復元年代）の姿を復元できるよう、創意

工夫を行う。
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２.技術者選定にあたっての基本的な考え方
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製作体制の確保
 今般の復元製作にあたり、製作体制の確保が急務であり、①材料調達、②現寸モデル（例：下絵・原型）の作製、③実

製作などの工程で様々な関係者の参画が想定されるため、具体的な製作体制については、今後、各ＷＧ部会にて検討す
る。

 上述の②及び③を行う製作体制の確保として、製作技術者の選定にあたっての基本的な考え方は、以下のとおりとする。

製作技術者選定にあたっての基本的な考え方

首里城復興を契機とした県内の「伝統技術の継承」に寄与する観点から、若手の参加を図るとともに、可能な限り
沖縄県にゆかりのある技術者を中心とした体制づくりを行い、今後のメンテナンスを見据えた技術継承・人材育成を
めざす。

「文化財復元」の趣旨を理解し、WG部会の監修者の指導のもと、琉球王国時代の復元製作の経験がある熟練技術

者と組んで、数年かかる製作に携わることを承諾できる方

若手の製作技術者については、琉球王国に係る文化財復元製作事業の経験を有する方、文化財保存修復技術の修得

者、文化財保存修復技術等を今後修得することを目指す方の中で、監修者又は製作技術者の推薦を受けれる方

現在実施中の類似事業（「琉球王国文化遺産集積再興事業（県立博物館・美術館）」、「首里城正殿扁額製作事業

（首里城復興課）」）等との連携を見据え、各工程に必要な人材の効果的な活用となるように選定

製作体制としての人員は限定されるため、県内在住の技術者・県内に拠点を置く団体の技術者を優先的に選定

• 第１回監修会議（R4.12.6）において、「製作体制の確保」について、以下が承認された。

●具体的な製作体制は、各WG部会で検討すること

●製作技術者選定にあたっての基本的な考え方
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「チーム染織」「チーム焼物」

３.今回復元における製作体制について(R6.3.7時点)

• 前述までの方針を踏まえ、今回復元の製作体制について、各WG部会での検討は以下のとおり。

• 製作体制への参加が限られるため、技術継承の裾野を広げるためにも、製作記録の活用を含めて、情報
発信等については別途検討する。

彫刻WG部会

監修会議（親会議）

瓦類WG部会 染織WG部会

「チーム彫刻」

石彫刻

琉幸建設
※社内で若手技術者の

育成を行う。

○熟練技術者：３人

○中堅技術者：２人

○若手技術者：２人

木彫刻

山口大学
※大学内での学生参画を通じ

て次世代の技術者育成を
図る。

○熟練技術者：教授

（県出身者） １人

○若手技術者：学生数人

社寺建
※正殿建築作業場との連携

を見据え、若手技術者
の育成を行う。

○熟練技術者：4人～数人

「チーム瓦類」

県立芸術大学
※大学内での学生参画を通じ

て次世代の技術者育成を
図る。

○熟練技術者：教授・講師
など数人

○若手技術者：卒業生・学
生など数人

西建設
※県内の学生等の見学等に

より次世代の技術者育
成を図る。

○熟練技術者：１人

刺繍

飾玉

琉球古刺繍保存会
※保存会内で若手技術者の

育成を行う。

○熟練技術者：２人

○若手技術者：7～８人

美術院
※各事業者内で若手技術者

の育成を行う。

○熟練技術者：2人

○若手技術者：1人

金型製造

ものづくりネットワーク沖縄
※社内で若手技術者の育成

を行う。

○熟練技術者：数人

○若手技術者：数人

瓦製造

県工業技術センター
※技術支援（他WG含む）

赤瓦製造事業協同組合
※赤瓦製造事業者３社で若

手技術者の育成を行う。

○熟練技術者：数人

○若手技術者：数人

焼物WG部会

造形（石膏原型）チーム

陶芸チーム

※チーム内で技術者育成・技
術継承を図る。

○熟練技術者：２人

○若手技術者：3～4人

※前回製作者の指導を受けな
がら県内の技術者でチーム
を構成し、技術者育成・技
術継承を図る。

○熟練技術者：２人

○若手技術者：12人

造形（下地型）チーム
※チーム内で技術者育成・技

術継承を図る。

○熟練技術者：２人

○若手技術者：1人

縫製・材料調達等

龍村美術織物
※技術支援


